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　やすぎ女性部は１月17日、広瀬支店にて新年会を開催
しました。同会は女性部初の試みで、当日は部員以外の地
域住民にも参集をかけ、総勢36名が来場しました。“新春
えにょばの集い”と題し、同部員の作品展示や抹茶、おし
るこ等が振る舞われ、新春らしい賑わいと和やかな雰囲気
の中で歓談されました。また、作品展示は１月23日まで
行われ、広瀬支店は新年会の後も賑わいを見せていました。
来場者からは「天気が良くてよかった、おしるこもお抹茶
もおいしかったので、また来たい」と好評で、やすぎ女性
部の原ますみ部長は「たくさんの方に作品を見ていただき、
色々な話しもできて、とても良かった。次回へ繋がる要望
等も皆さんと共有できたので進めてい
きたい」と意気込みを話しました。

　今年４月に15周年を迎える“なかうみ菜彩館”は、令和８年最初の
営業日となる１月３日に初売りイベントを開催しました。同イベン
トは、日ごろご愛顧いただいているお客様や、安来市に帰省された方、
観光などで安来市に来られた方に対する感謝と安来産品のＰＲを行
うことを目的に開催されました。同日10時からは、先着100名様

限定で、や
すぎ地区本
部の中尾武
本部長によ
る安来市産
米が使用された大正屋醬油店の甘酒の振る舞いや、安来産いちごの
マスコットキャラクター“いっちゃん”によるお子様へのいちごの振
る舞い等が行われ、新春らしい賑わいを見せました。来場客からは
「寒いので、温かい甘酒がしみます」、「いちごが甘くておいしい」な
ど好評でした。

なかうみ菜彩館　初売りイベント開催

やすぎ女性部　新年会開催
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　やすぎ地区本部は１月21日、出雲地区本部で
開催された、ＪＡしまねアンビション大会に参加
しました。同大会は、優れた産地振興や技術普及
などの事例を共有し、営農指導員のレベル向上と
ネットワーク構築を目的として開催しており、や
すぎ地区本部からは生産流通課岡本達也職員が
“島根県唯一の青梨の産地やすぎ”と題し、二十世
紀梨の生産維持についてＪＡがやるべきことにつ
いて発表を行いました。発表を終えた岡本職員は
「この“アンビション”大会で感じた営農指導員と
しての目標や大志、熱望というものを大切にして
いきたい」と話しました。

　やすぎ地区本部は１月21日、入組３年未満の職員を中心とした希望受講職員６名を対象に、日本農業新聞が主催する“農
を語れる職員塾”を受講しました。
　同塾は農業や農政、農協運動を学べる塾として、組合
員の営農とくらしを支え、次代のＪＡを担う職員の育成
をサポートすることを目途に開講されており、今回で４
回目を迎えます。
　今回は新春特別講演として、衆議院議員国民民主党代
表の玉木雄一郎氏を講師に迎え、“持続可能な食と農を
未来へ ＪＡ職員に期待すること”と題して講演が行われ
ました。
　参加したＪＡ職員は「営農指導事業の復権についての
話しが勉強になった」「農家の視点から見たＪＡに期待
していることや消費者への農産物の価格理解等について
も聞いてみたい」と話しました。

　やすぎ白ネギ生産部会の手掛ける白ネギの共選出荷が２月上旬より本格的
に始まりました。同部会は13の生産者が約１haで栽培しており、令和７年
度は出荷量約８トン、販売高約400万円を目標にＪＡ直売所や松江市場を
通じて県東部のスーパーマーケットへ４月まで出荷予定です。
　「昨年４月に定植した白ネギが夏の暑さに耐え、冬の寒さでおいしくなっ

て収穫されました。是非、ご賞味く
ださい。」
　白ネギ部会一同

JAしまね営農指導員アンビション大会　やすぎ地区本部 岡本達也職員が発表

農を語れる職員塾　開催

白ネギ　本格出荷はじまる
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　やすぎ地区本部は１月24日、能義交流センターにて能義小学校の児童・保護者を対象にしたイベント“～親子でチャレン
ジ～ポリ袋で簡単クッキング”に参加しました。同イベントは能義地区健康推進会議の親子保健部会の活動で「みんなでよ
りよい食習慣をつくろう！」を合言葉に活動しておられます。今回は15名が参加し、ＪＡから提供された金芽米と、ポリ
袋を使用してキーマカレーとコールスロー風サラダを作りました。また、調理後はＪＡ職員からお米に関する食育と金芽米
の紹介が行われ、参加者からは「具材を切ったり、ラップを使って、袋を揉んだりするところが楽しかった」と好評でした。

能義交流センター　親子でクッキング開催

M I R A I
k i d s

安来の元気なこどもたちを紹介します！安来の元気なこどもたちを紹介します！

のの たちたち
安 藤 虹

にあ

空 ちゃん（２さい）

虹
にと

音 く　ん（１さい）

　虹空ちゃんは、お話がよくできる元気な女の子。
保育所では、遊んでいるおもちゃを順番に使うこ
とができて、お友だちに譲ってあげたりもできる
ようになったそうです。今は「プクプクしたシー
ル」にハマっていて、集めることが大好きみたい。
　お料理にも興味をもっていて、一緒にサラダを
作ったり、包丁を使って野菜を切ったり、いっぱ
いお手伝いしているそうです。また、弟の虹音ちゃ
んのお世話もできるようになったみたい。から揚
げとフライドポテトが大好きで、作ったサラダと
一緒においしく食べてるんだとか。
　虹音ちゃんは、人見知りをしない元気な男の子。
もう少しで歩けるようになってきたよ。保育所で
も、家でも元気いっぱいで、テレビから音楽が流
れると体を動かしてずっと観ているそうです。よ
く食べるほうで、中でも麺類、ラーメンが大好き
みたい。お姉ちゃんの虹空ちゃんよりもよく食べ
ることもあるんだとか。
　二人ともお風呂が大好きで、おもちゃと一緒に
入るのが好きみたいですよ。
～お父さん・お母さんより～
「いつも笑顔で笑わせてくれてありがとう。２人
の成長が楽しみでしかたないです。
２人の笑う、泣く、怒る、悲しい、楽しそうな顔
すべて宝物です。愛してるよBABYS!!」
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はしまでかるた 開催
グリーンセンターはしま

「春の彼岸花市」お知らせ

「やすぎいちご祭り２０２６「やすぎいちご祭り２０２６」」
のお知らせのお知らせ

たくさんお花を準備しておりますので、ぜひご利用ください。

グリーンセンター
はしま店
日　　時 ３月15日（日）～17日（火）
営業時間 ８：30～15：00

皆様のご来店をお待ちしております。

道の駅あらエッサ内
なかうみ菜彩館
日　　時 ３月15日（日）～17日（火）
営業時間 ９：00～18：00

日時 開催
場所

イベント
内容

３月８日（日） 道の駅あらエッサ
９：30～ オープニングセレモニー　　
10：00～ やすぎのいちごを使った店舗さんによるマルシェ
10：00～ イベント　じゃんけん大会、いちごクイズ

いちごパック詰め対決、抽選会
農青連の飲食ブース

直売所情報
コーナー

場所：イベントブース
予定数量が無くなり次第、終了

いちごの試食販売
10時～

　やすぎ地区本部の直売所グリーンセンターはしま店は、１月31日、フ
レッシュミズ部会とのコラボ企画として、市内の小中学生を対象に、地域
の未来を担う子どもたちに向け、持続可能な社会の実現を目指すSDGs（持
続可能な開発目標）について楽しく学べる“はしまでかるた”イベントを開
催しました。同イベントは、SDGsの17の目標をテーマにしたオリジナル
かるたを使用し、遊びながらSDGsの内容や意義を学べる内容で、参加者
はかるたを取り合い、取った絵札に応じて、地元産の新鮮な野菜や特産品

など、地域の魅力あふれる景品がプレゼントされ
ました。参加者は「景品の野菜が持ちきれないほ
どで、今日は鍋にしたい！」と話し、営農経済部
三島裕次長は「初めての企画でしたが、盛り上がっ
たイベントとなりました。自分で獲得した景品を
おいしく食べて地域の未来と食を考えるきっかけ
となったと思います」と話しました。
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お申し込みはお近くのJAへ

小学校やＪＡがすすめる食農教育のテキストなど、
広く活用されています
小学校やＪＡがすすめる食農教育のテキストなど、
広く活用されています

イラストで構成する楽しい表紙

毎月、旬の野菜キャラクターが登場します！

農業、食べ物、
健康、自然、

いのちのたいせつさを伝え
思いやりと助け合いの
精神を育む雑誌

ＪＡグループ  家の光協会
〒162-8448 東京都新宿区市谷船河原町 11 TEL 03-3266-9039
https://www.ienohikari.net/

※2026年1月号、
　4月号、8月号には
　別冊付録が付きます。

定価（税込）

※毎号統一価格600円

　ＪＡしまねは、地域貢献活動の一環として、卒業を控えた生徒
たちに新たな進路で力強く羽ばたいてほしいという願いを込め
て、学問の神様である菅原道真公を祭る松江市の菅原天満宮で祈
祷された島根県産「きぬむすめ」をオリジナルパッケージに300グラムずつ詰め、県内全ての中学

３年生に「学業成就米」を贈呈する取り組みを行っ
ております。やすぎ地区本部管内では、安来一中で
１月23日に贈呈式が行われ、安来東支店の野津修支
店長から趣意書と学業成就米159袋が手渡されまし
た。３年生を代表して安来一中前生徒会長の加田幸
乃さんは「受験を控える中で地域の皆さんにお米と
いう形で応援して頂けるということは受験生にとっ
ても励みになると思います。しっかりお米を食べて
受験に向かって行けたら良いなと思います。ありが
とうございました」と感謝を述べました。

　ＪＡしまねは、地域貢献活動の一環として、卒業を控えた生徒
たちに新たな進路で力強く羽ばたいてほしいという願いを込め
て、学問の神様である菅原道真公を祭る松江市の菅原天満宮で祈

安来一中

学業成就米 贈呈式
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令和７年度　新委員会・第５回
やすぎ地区本部運営委員会　議題

令和８年１月16日（金）
赤江支店２階

報告事項
○令和７年度集落座談会について
○事業改革プロジェクトについて
○安来農業の未来を考える企画への意見について

　令和８年１月の全国主要子牛市場平均価格（全農・畜
産生産部１月23日現在速報）は、雌715,228円（前月比
100％）、去勢826,932円（前月比100％）、計777,011
円（前月比100％）で“保合”の取引となっています。
　本県１月の子牛市場は西部・中央で387頭の取引があ
り、平均価格は西部805,623円（前回比102千円高）で 
“上昇”、中央763,736円（前回比12千円安）で “保合”
の取引となりました。
　最近、購買後のクレーム（特に外貌【肢節の腫れ・斜
頸・傷等の外傷など】によるもの）が増えています。市
場において、損徴の公表については生産者の申告を原則
としています。補償が生じた場合には、生産者の方にも
ご負担いただくことがあります。市場で入場検査は実施
していますが、頭数が多く、時間も限られるためどうし
ても細かい損徴を見落としてしまう場合があります。市
場に上場される子牛は、繁殖農家の皆様が毎日管理され
ているので、一番わかっておられると思います。少しで
も気になる損徴がありましたら、お申し出いただきます
ようご協力をよろしくお願いします。
　寒い時期に入り風邪症状のみられる牛が増えていま
す。また、購買者の一部からも、導入後、風邪を引く牛
が増えたとの声も聞かれます。冬季は牛舎内の保温を気
にして、換気が十分に行われていない場面が見受けられ
ます。哺乳期の牛に関しては「保温優先」ですが、粗飼
料をしっかり食べるようになった育成期の牛には「換気
優先」と言われます。換気が不十分になると、糞尿から
発生する有害なアンモニアガス等が牛舎に溜まり、これ
らが喉や気管の粘膜を刺激し損傷し、免疫力が下がった
ところにウィルスが感染し、呼吸器系疾患を発症してし
まいます。そのような症状を予防するため、外気温が低
くてもこまめな換気を行いましょう。

全国は“保合”、本県西部は“上昇”中央は
“保合”の取引となる。

１月子牛市場県外移出頭数
山口県 宮崎県 滋賀県 福岡県 熊本県 静岡県 香川県 その他 合計 県外移出率

雌 14 5 15 2 2 11 6 33 88 55.00%

去 33 24 6 16 13 0 5 23 120 48.58%

合計 47 29 21 18 15 11 11 56 208 51.11%
（頭数評価含）

島根中央子牛市場
（単位：円・頭）

地区区分
種別区分 安来地区 伯太地区 広瀬地区 地区平均 中央市場

雌

平均価格 733,040 700,700 778,800 736,700 732,774

頭　数 5 3 3 11 101

最高価格 774,400 795,300 832,700 832,700 877,800

ヌ
キ

平均価格 778,800 848,100 870,650 835,022 786,899

頭　数 3 2 4 9 135

最高価格 814,000 876,700 968,000 968,000 1,056,000

総平均価格 750,200 759,660 831,286 780,945 763,736

合計頭数 8 5 7 20 236
【税込価格】

市 況 動 向

税務相談会日程
●安来東支店 ３月３日（火）10時～12時
●伯 太 支 店 ３月３日（火）13時30分～15時30分
●広 瀬 支 店 ３月13日（金）10時～12時

３月の外務日は
18日（水）・19日（木）
担当職員がお伺いします。

ＪＡしまねやすぎ地区本部

インスタやってます！
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